
 
 
 
 
 
 
 
 
  

入学式・式辞 
 
寒さで震えていた桜のつぼみも、昨日からの春日和でようやく花開

き、これから満開を迎えようとしています。今日の佳き日に、ＰＴＡ

代表 曽田 圭二様、学校運営協議会委員の皆様のご臨席を賜り、ま

た保護者の皆様のご列席を賜り、令和六年度金沢市立長田中学校入学

式を挙行できますことを、教職員一同、心より感謝し、厚くお礼申し

上げます。 
 
二二八名の新入生の皆さん、入学おめでとうございます。教職員、先輩の二年生、三年生とも

ども皆さんの入学を心から歓迎します。長田中学校は、七十五年を超える長きにわたり、地域の

方々に愛され、支えられてきた歴史と伝統を誇る学校です。今日から、この長田中学校で皆さん

の中学校生活が始まります。 
 
さて、今日から中学校生活のスタートをきる皆さんに、二つお話をします。 

 
一つ目は、本校の校訓です。校訓とは開校当時から変わらない学校の

大きな目標です。左前を見てください。本校の校訓は、「和」「自主」

「責任」です。この中から、今日は「和」の話をします。「和」とは、

「調和」や「奉仕」を意味しています。つまり、和やかな人間関係をつ

くり、お互いに信頼し協力して、奉仕の精神を培うということです。

「チーム長田」として、集団の秩序や調和、礼儀を大切にするという

ことでもあります。当たり前のことですが、学校には、自分とは性格

が違う、体格が違う、考え方やものの受け取り方、感じ方が違う人が

一緒に生活しています。違うからこそ面白いし、自分の知らないこと

を発見するチャンスでもあります。これからの多くの人との出会いが、

皆さんを大きく成長させてくれます。 
 
二つ目のお話しです。皆さんは、先月、国内初となる民間単独開発

のロケット打ち上げが行われたことを覚えていますか。結果は残念な

がら、ロケットは打ち上げ後わずか数秒で爆発し、成功することはできませんでした。その後の

記者会見で、打ち上げに挑んだ会社の代表は「失敗という言葉は使わない。一つ一つの試みの中

に新しいデータがあり、経験がある。全て新しい挑戦への糧と考えている」とおっしゃいました。

これから始まる中学校では、皆さんにとって新しい挑戦の連続です。挑戦するからこそ、多くの

失敗も経験します。これらの失敗はすべて、自分の成長につながることを忘れないでください。 
 
終わりになりましたが、保護者の皆様に申し上げます。お子様のご入学、誠におめでとうござ

います。私たち教職員一同は、保護者の皆様、地域の皆様との連携を大切にし、共に悩み、共に

育てるという姿勢で、一人一人の生徒を大切に育てていく所存です。どうか、学校教育に対する

皆様方のご理解とご協力をお願い申し上げ、式辞といたします。 
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